
にいがた安心ささえ愛活動支援事業補助金 

活動状況報告書 

団 体 名 特定非営利活動法人 まちづくり学校 

補助金決定額 200,000 円 

活 動 内 容  小学生または小学生の親子を対象に、白根地区でまち

あるきガイドを受けながらまちの魅力を見つけ出す「ま

ちたんけん」と、見つけた魅力を多くの人に伝える「新

聞づくり」を行った。 

昨年同様、まちあるきボランティアガイドの「しろね

大凧タウンガイド」と共に企画運営を行った。 

今年は小学 1 年生 5 年生の子どもたちが参加して、

区内では味方小と小林小から参加があり、南区内外合わ

せて 18 名の参加があった。 

 しろね大凧タウンガイドは新しいメンバーが加わり、

経験ある一期生のアドバイスの元、ルートや子ども向け

の見所を検討。 

訪問先に協力を打診し、事前取材を行った。 

いかに子ども達の興味を惹きつける体験や話題を提供

してもらうかを追求し、当日の段取りを組むなど企画づ

くりから協力いただいた。 

 まちたんけんでは、ルート上の見せたい場所などにあ

らかじめ隠しておいたカードを発見してもらったり、ク

イズ形式のミッションを解くためガイドや訪問先の店主

に自ら質問をして答えを導き出すようにした。 

低学年でも取り組みやすいように、見所を絵で表した

ビンゴカードも用意するなどゲーム性を取り入れ、成長

のレベルに合わせ自発的に観察し、まちの魅力に気づけ

るような工夫を行った。 

また、子ども達に馴染みのない昔の生活や、普段見る

機会のない店の裏側など、人々の営みを通じてまちが成

り立っていることに気づくようにした。 

 まちあるき後は、まちの良さを人に伝える表現力を伸

ばせるよう、気づいたことや感じたことを各自で新聞に

まとめた。 

新聞づくりにおいても子ども達の自主性を大事にし、

必要な場面にはスタッフが補助を行った。 
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最後には一人一人が講師よりアドバイスを受け、新聞

を並べ、お互いの作品を鑑賞した。 

 開催後は、まちたんけんと新聞づくりの様子をレポー

トにまとめ、参加者や協力していただいた方々へ配付し

た。 

南区（地域）の地

域福祉に貢献で

きたこと 

・普段は車で通り過ぎてしまうようなまちの中にゆっく

り入り込みまちの魅力に気づき学習ができたことで、

まちへの愛着が生まれ、まちの担い手育成へつなげる

きっかけができた。 

・区内外の子育て世代が交流でき、地域を超えた仲間づ

くりができたこと。また、商店街や地域のボランティア

ガイドの方々と交流することで地域とのつながりを強

く感じることができた。 

・「いろんなものを見たり、知らなかったことがいっぱい

あっておもしろかった。」「奥深い白根の魅力を再発見

できた。」などの感想を多くいただいた。親子で一緒に

地域に関わる楽しさに気付いたことで、まちへの興味

関心を醸成することができた。 

・地域の方々に協力していただいたことで、自らのまち

の歩みをふりかえり見直すこととなり、まちへの誇り

を再認識することにつながった。 

今 後 の 課 題 ・南区内外の小学 1 年生 5 年生、中学生と幅広い参加

があった。 

昨年よりも南区内からの参加も増えたが、全体に占める

割合はまだ低い。日程や広報の方法など、南区内からの

参加者を増やすことに努める。 

・前日からの悪天候と一店舗だけ先方の都合で急遽当日

に訪問ができなくなり、たんけんルートを縮小した。 

事前の準備とガイドの段取りの良さで大きな問題や事

故もなく実施できたが、安全かつスムーズな運営のた

めに、今後も念入りな事前準備が必要と感じた。 

・しろね大凧タウンガイドが小中学校の体験学習や行事

などでも活躍できる場を増やせるように、今回の活動

を PR に利用していただくなど、ガイドの会の運営と合

わせて支援する。 
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